
 資料２－４

【概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連携 

中学生 

自分の命を大切に考える 

自尊感情を高める 

中学生の性行為に対する意

識 

高校を卒業するまでの性行

為に対する意識 

地域・家庭 

見守りとコミュニケーション 

いっしょに夕食を食べる 

子どもの意見をよく聞く 

普段、よく話す 

命について、よく話す 

健康について、よく話す 

学校 

教育とコミュニケーション 

    保健教育 

子どもの意見をよく聞く 

普段、よく話す 

命について、よく話す 

健康について、よく話す 

仲間 

性行為経験がある仲間

性行為を容認する仲間

 

性 行 動 

交際相手 

年上の交際相手 

2 人だけのデート 

高校を卒業するまで性行動を開始しないで 

自分の命を大切に考え、安全な行動を選択する 

メディア 

携帯電話  TV

ビデオ 映画 

漫画 雑誌 

喫煙 

飲酒 

 



 

【対象】県内の中学校の生徒、教職員及び保護者を対象とする。 

 

 
【実施期間】 

 平成 23 年 4 月 1日から 24 年 3 月 31 日まで実施する。 

 1 年毎に取組みの評価を行う。 

 

【実施者】 

 講演 

  １年生は主に助産師 

  ２年生は主に DV 総合対策センター 

  ３年生は主に保健師 

 グループ学習 

「グループ学習のルール」に従い、学級担任および副担任と協力して、生徒主体で話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生   徒 学校の教職員 

   保護者 

友  人 

(他の生徒) 

専門家 



 

【性教育年間計画案】（保健体育科保健の学習進行との関係） 

1 年生 

時期 題材名     内     容 担当教科 時間数

1 学期 

 

2 学期 

心身の発達と

心の健康 

 

 

 

体の発育・発達 

性機能の成熟 

講演「命の大切さ」  

(受精から死までの人間のライフステージ) 

グループ学習「中学生同士のつきあい」 

保健体育 

保健体育 

学活又は総合

学習 

 

 

 

1 

 

1 

 

2 年生 

時期 題材名     内     容 担当教科 時間数

2 学期 健康と環境 

 

 

講演「相手を思いやり自分を大切にする」 

 

グループ学習「対等な関係とは」 

学活又は総合

学習 

 

1 

 

1 

 

3 年生 

時期 題材名     内     容 担当教科 時間数

2 学期 健康な生活と

病気の予防 

感染症とその予防 

性感染症の予防 

講演「エイズを通して命について考える」 

グループ学習「年上の相手との交際の危険」 

保健体育 

保健体育 

保健体育、学活

又は学活 

 

 

1 

1 

 

＊ 1 年生と 3 年生は、該当する保険体育の指導要領部分の授業終了後に、講演とグループ

学習を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【年間実施計画概要と役割】 

時 期     中学校の教職員      協力者 

5～6 月 

 

5～8 月 

 

 

 

(夏休み) 

9 月 

 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

9～11 月 

 

 

 

 

 

 

1 月 

3 月 

 教職員研修 

 

 保護者へ性教育実施の説明 

  

 

  

 

 

② 1 年生 グループ学習 

 「中学生同士のつきあい」 

 

④ 2 年生 グループ学習 

「対等な関係とは」 

 

⑥ 3 年生 グループ学習 

 「年上の相手との交際の危険」 

＊ 「学級だより」や「保健だより」で 

  各取り組みを保護者に紹介する。 

＊ 文化祭等や行事時に、各学年で学習した

内容を発表し、情報交換する機会をもつ。

＊ 感想文や学習シートの記載内容で気に

なる生徒に対して面談を行う。 

 

生徒の実施後の調査 

 教職員への講演（前年度データ提示） 

 

保護者への講演 

 

 

 

 

① 1 年生 講演「命の大切さ」 

 

 

③ 2 年生 講演「相手を思いやり自分を

大切にする」 

 

 

⑤ 3 年生 講演「エイズを通して、 

        命について考える」 

 

 

 

 

＊教職員で対応が困難な生徒の相談を

受ける。教職員からの相談を受ける。 

 

 

調査結果の分析 

評価結果を報告 

 

9～11 月学年毎 

専門家による講演

グループ学習  

5～8 月 

保護者説明 

保護者講演 

1 月 

生 徒 事

後調査 

3 月 

結 果

報告 

5～6 月 

教職員 

研修 


